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 （５）数式の複写
セル番地を含む数式が入力されたセルをコピーすると，自動的にコピー先のセル番地にあわせた

数式に変更される。

セル番地を変更させないためには，絶対番地指定を行う必要があり，図 1-8 は絶対参照を行っ
た場合の例である。
コピーしてもそのままにしたいセル番地（範囲の部分）は，H$3:H$7 のように “$” を付加する。

これにより縦にコピーしても範囲は変化しない。$C$3 とすると，縦・横にコピーしても範囲は変
化しない。
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図 1-7　数式の複写

図 1-8　絶対参照を利用した順位付け

② コピーして貼り付ける。
① G$2　:　G$6 のように “$” を
　 付加する。

③ 範囲が G$2　:　G$6となり
　 固定されているため ,  
　 順位の間違いがない。

① =　D2　,　D3　,　D4と入力 ② ドラッグする

③ 自動的にDが Fに変換され
　  =F2　,　F3　,　F4となり，F列
　 の合計が表示される。
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Ⅳパソコンの周辺機器

パソコンに接続する周辺機器は多種多様であるが，これらの機器を接続するためのインタフェース
には次のようなものがある。

（１）E-IDE（Enhanced Integrated Drive Electronics）
内蔵ハードディスク用パラレルインタフェースで，ANSI での規格名称は ATA である。当初，
IDE としてハードディスクを 2台まで接続できたが，その後 E-IDE（Enhanced IDE）として 4台
のドライブを接続できる規格になり，光学ドライブやMOも接続できる ATAPI 規格をサポートし
た。以前のマザーボードにはE-IDEコネクタは標準で付いており，１つ目のコネクタをプライマリ，
２つ目のコネクタをセカンダリと呼び，それぞれのコネクタにマスタとスレーブの機器を２台ずつ
計４台まで接続できる。転送速度は高速のUltra ATA/3 では 133MB/s である。

（２）SATA（Serial Advanced Technology Attachment）
内蔵のハードディスクや光学ドライブを接続するためのシリアル
インタフェースで，従来の IDE のパラレル方式の転送速度の頭打ち
を解決するために登場し，SATA では 1.5Gbps（１バイトの転送に
10 ビット使うので 150MB/s），SATA2.0 では 3Gbps（300MB/s），
SATA3.0 では最大 6Gbps（600MB/s）の転送速度を持っている。
マスタ／スレーブ接続の概念も廃止され，１つのコネクタに１台の機
器を接続する。コネクタが小型化されケーブルも７pin と細いため，
パソコン内部での取り回しも容易になった。

 （３）USB（Universal Serial Bus）  
現在もっとも普及しているシリアルインタフェースで，
キーボードやマウスを始めプリンタや各記録メディ装置など
多くの周辺機器が対応している。USB は機器の接続を自動
的に認識する Plug and Play 機能やパソコンや機器の電源を
入れたままコネクタの抜き差しができるホット・プラグ機能
を備えているほか，パソコンから機器への電源の供給も可能
である。また，HUB（集線装置）を介して最大 127 台の機
器を接続できる。初期の USB1.1 規格ではデータ転送速度が
1.5Mbps と 12Mbps であったが，USB2.0 では最高転送速度
が 480Mbps に引き上げられている。更に 10 倍の 4.8Gbps
の転送速度を持つUSB3.0 がある。

 （４）IEEE1394（Institute of Electrical and Electronic Engineers 1394）
高速のシリアルインタフェースで，データ転送速度は IEEE
1394a（100Mbps，200Mbps，400Mbps）と IEEE1394b（800Mbps）
の４通りがある。Plug and Play 機能やホット・プラグ機能のほか，
パソコンを介さず機器同士を直接接続することも可能である。映
像関係のインタフェースとしての普及が早く，DVDドライブやディ
ジタルビデオカメラの DV端子に採用されている。「FireWire」や
「i.Link」とも呼ばれる規格もこの規格である。最大 63台の機器を
接続することができ，コネクタの形状も電源の供給に対応した６
pin と非対応の４pin がある。

1 . 3　インタフェースの種類と特徴
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図 4-1　SATA

図 4-2　USB

図 4-3　IEEE1394

āႨஙĶʩʕʋˋᆀᅙࡳ୹ॳฤܩ୔ᄎ൨ୠǎࢡĪ࿍ोધīķɉĪᇇሆǑ༃ǐॢǍ໲!!ีޜǏཹ!൦Ǔઌī

ɢɤĂJDUࡳ୹ɈమၐɅ཮Ȟࡥ੪໘ᅎɈێငɬޜฤȞȹȱɘȱȹă

ȷɦɅ཮ȞĪᇇሆǐ༃ǐॢǍ໲!ีޜǏཹ!൦ǒઌīڬ೐ɈႨஙɅȤȧɘȱɀɉĂޜฤ࿍ɬઞ৽ɂȱୌ౷

ȱɀȞȹȺȫɘȳɢȠȤࡄȞడȱ௫Ȭɘȳă

ĺޜฤݳஒĻ

āฤā࿍ޜ



TUMवૺ Ǐ૫ইɬ࿍এȳɥ࿈ஈโɄʟĜʗवૺ

āQ4:āĆᇉ൨ĺǏĻɈଖణɬဿ৩

āQ52āĆూ 4.9 ʑ˅ʛʠౘɈᇉɈଖణɬဿ৩

āQ56āĆĪǑī࿍ɈݚɅĶTUMवૺķᅻɬฃݡ

āQ5:āĆూ 5.3 ȢࠓɈVTCଖణɬੇȱݚۦ

表
計
算
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

Ⅰ

Ｏ
ＳⅡ

パ
ソ
コ
ン
の
周
辺
機
器

Ⅳ

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

Ⅴ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ⅵ

情
報
管
理

Ⅶ

実
技
練
習
問
題

・
解
答

演
習
問
題
解
答

パソコン利用技術検定試験２級

パ
ソ
コ
ン
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

・ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

Ⅲ

Ⅲパソコンのハードウェア・ソフトウェア

例　　題

【１】次の (a) ～ (e) にあてはまる語句を解答群より選び，記号で答えなさい。
CPU は (a) と呼ばれるタイミング信号で同期をとり，1回のタイミングパルスで処
理できるビット数（データ量）により，32ビット， (b) CPU に分けることができ，こ
のビット数とクロックパルスの周波数の値が (c) ほど高速に処理ができる。
現在の CPUは Intel 社製と AMD社製に分けられる。前者の CPUには複数のコアをもつ
Core2， (d) などのシリーズがあり，後者の CPUには (e) などのシリーズがある。

《解答群》
ア．Core i7 イ．クロックパルス ウ．小さい エ．大きい

オ．ASUS カ．Zen キ．64ビット ク．256 ビット

【２】次の (1) ～ (5) にもっとも関連するものを解答群より選び，記号で答えなさい。
(1) 電気的に書換え可能なUSB メモリ
(2) キャッシュメモリなどに利用され，リフレッシュが不必要なメモリ
(3) メインメモリに利用され，リフレッシュが必要なメモリ
(4) 紫外線や電気的に一括消去が可能なメモリ
(5) 工場出荷時にプログラムを書き込み，ユーザは書換えや消去が不可能なメモリ

《解答群》
ア．フラッシュメモリ イ．CD-ROM ウ．SATA エ．SRAM

オ．マスク ROM カ．DVD-RAM キ．EPROM ク．DRAM

【３】図の (a) ～ (e) にもっとも関連するものを解答群より選び，記号で答えなさい。

《解答群》
ア．PCI Express x16 イ．CPU ウ．RS232C エ．E-IDE

オ．DIMM カ．SATA キ．USB ク．PCI
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Ⅲパソコンのハードウェア・ソフトウェア

マザーボードにはコンピュータの機能を高めるため，メモリ専用のスロットや機能追加用のスロッ
トがある。これらのスロットが多いほど拡張性が高い。

（１）メモリスロット
メインメモリを取り付けるためのスロットである。一般に 2～ 4スロットがあり，メモリ 2枚

を 1セットとして扱うデュアルチャネルや 3枚を１セットとして扱うトリプルチャネル対応のマ
ザーボードがある。

（２）拡張スロット
拡張スロットに取り付けるボードを拡張カードという。スロット数が多いほどいろいろな機能を

持つ拡張カードを追加することができる。一般に省スペース型よりもタワー型が拡張バスのスロッ
トを多く持つ。拡張スロットには，PCI バス，PCI Express バスなどがあり，拡張カードの種類や
用途によって使い分ける。

1 . 5　拡張性

【１】

(1) f (2) a (3) e (4) j (5) h

(a) (b)

(e)

(c)

(f ) (h) ( i )

(d)

(g) ( j )

!メモリスロット

拡張スロット
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図 3-8　スロット数の例
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Ⅳパソコンの周辺機器

パソコンに接続する周辺機器は多種多様であるが，これらの機器を接続するためのインタフェース
には次のようなものがある。

（１）E-IDE（Enhanced Integrated Drive Electronics）
内蔵ハードディスク用パラレルインタフェースで，ANSI での規格名称は ATA である。当初，
IDE としてハードディスクを 2台まで接続できたが，その後 E-IDE（Enhanced IDE）として 4台
のドライブを接続できる規格になり，光学ドライブやMOも接続できる ATAPI 規格をサポートし
た。以前のマザーボードにはE-IDEコネクタは標準で付いており，１つ目のコネクタをプライマリ，
２つ目のコネクタをセカンダリと呼び，それぞれのコネクタにマスタとスレーブの機器を２台ずつ
計４台まで接続できる。転送速度は高速のUltra ATA/3 では 133MB/s である。

（２）SATA（Serial Advanced Technology Attachment）
内蔵のハードディスクや光学ドライブを接続するためのシリアル
インタフェースで，従来の IDE のパラレル方式の転送速度の頭打ち
を解決するために登場し，SATA では 1.5Gbps（１バイトの転送に
10 ビット使うので 150MB/s），SATA2.0 では 3Gbps（300MB/s），
SATA3.0 では最大 6Gbps（600MB/s）の転送速度を持っている。
マスタ／スレーブ接続の概念も廃止され，１つのコネクタに１台の機
器を接続する。コネクタが小型化されケーブルも７pin と細いため，
パソコン内部での取り回しも容易になった。

 （３）USB（Universal Serial Bus）  
現在もっとも普及しているシリアルインタフェースで，
キーボードやマウスを始めプリンタや各記録メディ装置など
多くの周辺機器が対応している。USB は機器の接続を自動
的に認識する Plug and Play 機能やパソコンや機器の電源を
入れたままコネクタの抜き差しができるホット・プラグ機能
を備えているほか，パソコンから機器への電源の供給も可能
である。また，HUB（集線装置）を介して最大 127 台の機
器を接続できる。初期の USB1.1 規格ではデータ転送速度が
1.5Mbps と 12Mbps であったが，USB2.0 では最高転送速度
が 480Mbps に引き上げられている。更に 10 倍の 4.8Gbps
の転送速度を持つUSB3.0 がある。

 （４）IEEE1394（Institute of Electrical and Electronic Engineers 1394）
高速のシリアルインタフェースで，データ転送速度は IEEE
1394a（100Mbps，200Mbps，400Mbps）と IEEE1394b（800Mbps）
の４通りがある。Plug and Play 機能やホット・プラグ機能のほか，
パソコンを介さず機器同士を直接接続することも可能である。映
像関係のインタフェースとしての普及が早く，DVDドライブやディ
ジタルビデオカメラの DV端子に採用されている。「FireWire」や
「i.Link」とも呼ばれる規格もこの規格である。最大 63台の機器を
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図 4-1　SATA

図 4-2　USB

図 4-3　IEEE1394
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パソコン利用技術検定試験２級

（４）無線 LAN
無線 LANには様々な規格がある。異なるメーカの製品を接続した場合，接続できないことがあ

る。この問題を解消するために，Wi-Fi アライアンスは無線 LANの接続を検証し合格した機器に，
Wi-Fi のロゴを発行している。
主に使用されている規格には次のものがある。

表 6-2　無線 LANの規格

IEEE802.11a 5GHz 帯の電波を利用し最大 54Mbps の通信をおこなう。通信の範囲は広くな
いが，電波障害を受けにくい。

IEEE802.11b 2.4GHz 帯の電波を利用し最大 11Mbps の通信をおこない，公衆無線サービス
に広く利用されている。電子レンジ等の同じ周波数帯を使う機器の近くで使用し
た場合，電波の干渉で通信速度が落ちることがある。

IEEE802.11g 2.4GHz 帯の電波を利用し最高 54Mbps の通信をおこない，IEEE802.11b の規
格と互換性を持ち 11g と 11b の混在したネットワークに使用される。

IEEE802.11n
（Wi-Fi4）

2.4/5GHz の 2つの周波数帯を使用し，最大 600Mbps の通信ができ高速無線
LANの構築が可能になった。

IEEE802.11ac
（Wi-Fi5）

　5GHz 帯の電波を細かなデータ変調方式や複数のアンテナを使うMIMOを利用
し，最大 6.93Gbps の通信を行える規格

IEEE802.11ax
（Wi-Fi6） 　Wi-Fi5 の MIMOをさらに進化させ 2,4GHz と 5GHz の両方を行う規格

無線 LANには，親機（アクセスポイント）を介して無線で通信するインフラストラクチャモード
と子機同士が無線で通信するアドホックモードがある。

【１】 次の (1) ～ (5) でもっとも関連するものを解答群から選び，記号で答えなさい。
(1) 4 対 8線のツイストケーブルを使用した LAN
(2) コリジョンが発生するが，広く利用されている方式
(3) HUB を使用してネットワークを構成する接続形態
(4) 子機同士が無線で通信を行う方式
(5) 親機を介して子機が無線で通信を行う方式

《解答群》
ア．インフラストラクチャモード イ．イーサネット ウ．100 BASE-TX エ．バス型
オ．アドホックモード カ．トークン キ．1000 BASE-T ク．スター型

【１】
(1) キ (2) イ (3) ク (4) オ (5) ア

解答・解説
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図 6-8　無線 LAN


